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５
．
降
ろ
し
技
術

　

降
ろ
す
技
術
で
は
、
負
傷
者
と
そ
れ
を
救
助
す
る

者
が
複
数
人
い
る
場
合
と
、
負
傷
者
と
救
助
者
が
一

対
一
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
困
難
度
も
負
傷

者
と
一
対
一
の
場
合
に
は
高
く
な
る
。

（
１
）
救
助
者
が
複
数
人
い
る
場
合

（
補
助
者
が
い
た
場
合
の
降
ろ
し
シ
ス
テ
ム
）

　

制
動
操
作
を
行
う
者
が
い
る
場
合
に
は
幾
つ
か
の

方
法
で
負
傷
者
を
降
ろ
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

制
動
器
具
に
は
下
降
人
数
分
の
荷
重
が
掛
か
る
た

め
制
動
効
果
の
高
い
器
具
や
使
い
方
を
心
が
け
る
。

（
確
保
器
具
を
二
個
連
結
し
た
例
）

　（
カ
ラ
ビ
ナ
を
２
セ
ッ
ト
連
結
し
た
例
）

（
半
マ
ス
ト
を
捻
っ
て
カ
ラ
ビ
ナ
を
通
し
た
例
）

　

傾
斜
が
強
い
場
合
は
、
負
傷
者
の
荷
重
が
救
助
者

に
掛
か
ら
な
い
よ
う
な
分
散
荷
重
が
望
ま
し
い
。

①
背
負
っ
て
降
ろ
す
。

　

傾
斜
の
弱
い
場
所
で
は
、
背
負
う
こ
と
が
よ
い
。

救
助
者
は
下
降
の
み
に
専
念
出
来
る
。
下
降
ロ
ー
プ

へ
の
荷
重
は
負
傷
者
と
救
助
者
の
荷
重
が
分
散
し
て

掛
か
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
す
る
。

負傷者体重（Ａ）

救助者体重（Ｂ）

下降器具への荷重は

Ａ＋Ｂ≧荷重＞０

支点荷重Ａ＋Ｂ

１名が背負い、１名が

支点にてロープを繰り

出す操作を行う。

ロープ操作者

勝野惇司
見本
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②
介
添
え
し
な
が
ら
歩
い
て
降
ろ
す
。

　

傾
斜
の
弱
い
場
合
や
足
に
負
傷
個
所
の
な
い
場
合

に
は
介
添
え
者
が
一
緒
に
歩
い
て
降
り
る
。
歩
く
こ

と
が
不
可
能
な
場
合
は
背
負
う
こ
と
に
な
る
。

③
シ
ー
ト
梱
包
で
降
ろ
す
。

　

雪
上
で
の
降
し
に
は
ツ
ウ
ェ
ル
ト
等
で
梱
包
し
降

ろ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
垂
壁
以
外
の
雪
面
を
救

助
者
が
付
き
添
っ
て
降
ろ
す
。

　

そ
の
ま
ま
、
平
地
で
の
搬
送
に
も
移
る
こ
と
が
出

来
る
。

　

シ
ー
ト
梱
包
で
の
搬
送
技
術
に
つ
い
て
は
搬
送
の

項
を
参
照
の
こ
と
。

負傷者のハーネスから下降

ロープに連結しておく。

（分散荷重）

救助者（下）

負傷者（上に位置する）

救助者が複数人いる場合
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（
支
点
）

　

摩
擦
を
減
ら
す
よ
う
カ
ラ
ビ
ナ
二
枚
を
使
用
す

る
。

（
負
傷
者
）

　

ロ
ー
プ
末
端
を
使
用
し
て
ハ
ー
ネ
ス
に
結
び
、

チ
ェ
ス
ト
ベ
ル
ト
を
経
由
し
て
荷
重
が
掛
か
る
よ
う

に
セ
ッ
ト
す
る
。

　
　

　

次
図
の
よ
う
に
ス
リ
ン
グ
に
よ
る
チ
ェ
ス
ト
ベ
ル

ト
を
セ
ッ
ト
す
る
と
負
傷
者
の
頚
動
脈
を
圧
迫
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
避
け
る
。

（救
助
者
）

　

下
降
器
具
の
下
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
採
る
。ま
た
、

負
傷
者
か
ら
伸
び
る
ロ
ー
プ
に
緩
め
の
ス
リ
ン
グ
を

フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ヒ
ッ
チ
等
で
連
結
す
る
。

（
注
意
点
）

　

こ
の
方
式
の
利
点
は
、
負
傷
者
の
荷
重
を
一
方
の

ロ
ー
プ
に
託
せ
る
点
に
あ
る
。
よ
っ
て
負
傷
者
か
ら

伸
び
る
ロ
ー
プ
と
救
助
者
を
結
ぶ
ス
リ
ン
グ
は
緩
め

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル
の
シ
ス
テ
ム
）

　

ま
た
、
下
降
器
具
へ
の
荷
重
が
約
一
人
分
で
す
む

点
に
あ
る
。
傾
斜
が
強
く
な
る
ほ
ど
こ
の
効
果
は
あ

が
る
。
よ
っ
て
、
女
性
が
男
性
を
背
負
っ
て
の
下
降

も
可
能
に
な
る
。
背
負
い
始
め
は
当
然
男
性
の
重
さ

を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
背
負
う
た
め
の
ロ
ー
プ
が
無
い
場
合
は
、

長
め
の
ス
リ
ン
グ
等
を
使
用
す
る
。
背
負
う
こ
と
に

よ
り
、
救
助
者
が
負
傷
者
側
の
ロ
ー
プ
を
引
く
役
目

も
果
た
し
て
い
る
。

救助者が

上位に

負傷者が

下位に

フリクション

ヒッチで連結

支点の荷重（Ａ＋Ｂ）

負傷者の体重（Ａ）

救助者の体重（Ｂ）

下降器具への荷重は

（Ａ＋Ｂ）／２≧荷重＞０

救助者が独りだけの場合
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④
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用
し
て
降
ろ
す
。

　

傾
斜
の
弱
い
個
所
で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
引
き

摺
る
こ
と
に
な
る
。
雪
上
で
は
摩
擦
が
少
な
く
て
ス

ラ
イ
ド
も
簡
単
で
あ
る
が
、
岩
場
で
は
相
当
な
摩
擦

が
あ
る
。
ま
た
、
負
傷
者
へ
の
衝
撃
も
考
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
横
降
ろ
し
）

（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
縦
降
ろ
し
）

（
２
）
救
助
者
が
独
り
だ
け
の
場
合

　

ガ
イ
ド
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
一
対
一
の
場
合
や
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
テ
ラ
ス
ま
で
達
し
て
い
な
い
場
合

に
は
、
支
点
を
利
用
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル
や

懸
垂
下
降
の
同
時
二
人
降
り
と
す
る
。

①
背
負
っ
て
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル

　

末
端
を
負
傷
者
の
ハ
ー
ネ
ス
に
結
び
、
支
点
を
経

由
し
た
反
対
側
ロ
ー
プ
に
救
助
者
が
下
降
器
具
を

セ
ッ
ト
し
て
降
り
る
。
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②
空
中
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル

　

傾
斜
が
強
く
、
体
が
空
中
に
出
る
よ
う
な
場
所
で

の
独
り
で
の
降
し
は
背
負
う
必
要
は
な
い
。
前
出

と
同
じ
セ
ッ
ト
を
し
、
向
か
い
合
う
形
で
救
助
者
が

負
傷
者
を
足
の
間
に
挟
み
込
む
よ
う
に
し
て
下
降
す

る
。
挟
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
負
傷
者
よ
り
上
位
に

位
置
し
、
負
傷
者
側
の
ロ
ー
プ
を
引
く
役
目
も
果
た

し
て
い
る
。
こ
の
際
、
負
傷
者
は
チ
ェ
ス
ト
ハ
ー
ネ

ス
を
装
着
し
て
い
な
い
と
仰
け
反
る
形
に
な
る
の
で

注
意
す
る
。

　

負
傷
者
の
わ
き
の
下
か
ら
ル
ー
プ
を
出
し
て
マ
ス

ト
結
び
或
い
は
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ヒ
ッ
チ
で
ロ
ー
プ

に
連
結
す
る
。
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
で
の
宙
吊
り
か
ら

の
降
ろ
し
に
は
こ
の
方
法
が
よ
い
。

　

左
図
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
か
ら
の
救
助
な
ど
で
の

荷
重
移
動
を
行
い
な
が
ら
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル

で
あ
る
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
ラ
ッ
ペ
ル
で
は
、
救
助
者
が
先
に
下

降
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
よ
っ
て
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
中

の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
出
来

る
。も
し
も
、下
降
終
了
点
が
不
安
定
な
場
所
で
あ
っ

空中でのカウンターラッペル

主に、オーバーハングを降ろす

際には、この技術を必要とする。

救助者が

上位に

負傷者が

下位に

空中でのカウンター

ラッペル時の同時降り

では、救助者が負傷者

を足で挟み込むように

して降りる。

（腰より下に背負った悪い例）（腰に背負った良い例）
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た
り
、
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
は
ガ

イ
ド
が
先
に
降
り
る
こ
と
に
よ
り
、
負
傷
者
を
安
全

に
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
傾
斜
が
弱
い
場
合

①
介
添
え
し
な
が
ら
歩
い
て
降
り
る

　

傾
斜
が
弱
い
場
所
で
尚
且
つ
負
傷
者
が
歩
け
る
場

合
は
、
救
助
者
の
下
側
に
負
傷
者
が
位
置
す
る
よ
う

に
ス
リ
ン
グ
を
セ
ッ
ト
し
、
一
つ
の
下
降
器
具
で
降

り
る
。

（
同
時
二
人
降
り
で
の
シ
ス
テ
ム
）

②
傾
斜
が
弱
く
負
傷
者
が
歩
け
な
い
場
合

　

傾
斜
が
弱
く
負
傷
者
が
歩
け
な
い
場
合
に
は
、
救

助
者
は
背
負
っ
て
懸
垂
下
降
す
る
。
こ
の
場
合
下

降
操
作
と
背
負
う
こ
と
の
両
方
に
注
意
が
必
要
と
な

る
。
下
降
ロ
ー
プ
へ
の
負
傷
者
と
救
助
者
の
荷
重
分

散
が
出
来
な
く
な
り
、
全
て
の
荷
重
が
救
助
者
に
掛

か
っ
て
く
る
。

　

負傷者の体重（Ａ）

救助者の体重（Ｂ）

下降器具への荷重は

Ａ＋Ｂ≧荷重＞０

支点の荷重（Ａ＋Ｂ）

負傷者が

下位に

救助者が

上位に

救助者

負傷者
傾斜が弱く、肩越しに負傷者のロープを出せ

ない場合でも、救助者と負傷者のハーネスは

連結されていなくてはならない。

傾斜が弱い場合
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（
４
）
チ
ロ
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の

                        

降
ろ
し
技
術

　

谷
や
危
険
個
所
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
ロ
ー
プ
に
荷

重
を
掛
け
な
が
ら
降
ろ
す
。

　

ロ
ー
プ
の
緊
張
に
は
、
二
種
類
の
方
法
が
あ
る
。

始
点
側
に
、
ロ
ー
プ
を
操
作
す
る
補
助
者
が
居
る
場

合
の
方
法
と
、
ガ
イ
ド
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
よ
う
な

一
対
一
の
場
合
に
、
始
点
側
に
戻
ら
ず
に
ロ
ー
プ
を

回
収
す
る
方
法
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ガ
イ
ド
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
一
対
一

の
場
合
で
、
始
点
側
に
戻
ら
ず
に
ロ
ー
プ
の
回
収
も

行
う
方
法
を
解
説
す
る
。ガイドロープ

右図は、救助隊の行うチロリアンブリッジでの

搬送の模様である。

引き上げシステムを利用してガイドロープを緊

張させ誘導ロープを利用して負傷者のストレッ

チャーを搬出する。ガイドが行うクライアント

の搬送とは区別されてよい。

誘導ロープ

ガイドロープ

誘導ロープ

負傷者の搬出にチロリアンブリッジ

を使用することは、非常に多いと心

得ておいて欲しい。

川、谷筋など容易と思われる場所で

も、ロープを張ることによって負傷

者の搬出は遙かに容易なものにな

る。
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○
ロ
ー
プ
の
緊
張
方
法
、
そ
の
１

　

始
点
側
の
カ
ラ
ビ
ナ
に
ロ
ー
プ
通
し
て
、
終
点
側

ま
で
行
き
、
左
図
の
セ
ッ
ト
を
行
う
。
回
収
時
は
終

点
側
で
ロ
ー
プ
を
引
き
抜
き
、
始
点
側
の
カ
ラ
ビ
ナ

は
残
置
す
る
。

　

緊
張
す
る
に
は
、
図
の
セ
ッ
ト
を
行
い
引
き
上
げ

の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
強
固
に
緊
張
す
る
。

弛める方向緊張する方向

有効利用長

有効利用長を出来る限り長く採る場合は、この

部分の固定方法にガルーダヒッチ等を用いて緊

張しながら一定に保つ。右図は緊張後に末端を

ダブルオーバーハンドノットで固定している。

始点側終点側
カラビナ

チロリアンブリッジでの降ろし技術
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（
５
）
降
ろ
す
際
の
ロ
ー
プ
の
継
ぎ
足
し

　

目
的
の
地
点
ま
で
降
ろ
す
た
め
に
、
ロ
ー
プ
を
継

ぎ
足
す
こ
と
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
降
ろ
し
の
支

点
が
大
き
な
テ
ラ
ス
に
あ
る
際
は
、
次
の
よ
う
な
手

順
で
容
易
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

　

結
び
目
の
手
前
で
一
旦
他
の
ス
ト
ッ
パ
ー
に
荷
重

を
移
し
、
結
び
目
を
通
過
さ
せ
た
後
に
再
び
制
動
器

具
に
荷
重
を
移
し
替
え
れ
ば
よ
い
。

　

し
か
し
、
垂
壁
な
ど
の
手
の
届
く
範
囲
が
限
ら
れ

る
際
に
は
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と

す
る
場
合
が
あ
る
。

例
１
、
制
動
器
具
使
用
（
８
環
の
場
合
）

手
順
①
、
ロ
ー
プ
結
び
目
手
前
２
ｍ
ほ
ど
の
位
置
で

仮
固
定
す
る
。

○
ロ
ー
プ
の
緊
張
方
法
、
そ
の
２

　

支
点
の
リ
ン
グ
を
結
び
目
が
通
過
し
な
い
よ
う
に

大
き
な
コ
ブ
を
作
り
、
一
方
を
緊
張
す
る
。
使
用
が

終
わ
っ
た
ら
、
コ
ブ
の
あ
る
側
を
引
い
て
回
収
す
る
。

誘
導
用
ロ
ー
プ
が
あ
れ
ば
、
負
傷
者
の
下
降
や
ト
ラ

バ
ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

大きな結び目を作り

支点を結び目が通過

しないようにする。

緊張方向

回収方向

状況に応じた緊張方法を

行う。

回収方向

ガイドロープにカ

ラビナをかける。

負傷者の移動

負傷者が、懸垂下降を行える場合は、緩ん

だ方のロープに下降器をセットして、ガイ

ドロープに沿って降りる。

弛んだ方のロープ末端を持

ちコントロールする。
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手
順
②
、
荷
重
が
掛
か
っ
た
ロ
ー
プ
に
ス
ト
ッ
パ
ー

（
バ
ル
ト
タ
ン
等
）
を
セ
ッ
ト
し
、
半
マ
ス
ト
仮
固

定
で
支
点
に
留
め
る
。

手
順
③
、
下
降
器
具
の
仮
固
定
を
解
除
し
、
ス
ト
ッ

パ
ー
に
荷
重
を
移
す
。結
び
目
の
個
所
を
通
過
さ
せ
、

再
度
、
下
降
器
具
に
て
仮
固
定
し
て
お
く
。

手
順
④
、
結
び
の
緩
み
部
分
が
出
来
る
だ
け
少
な
く

な
る
よ
う
結
び
直
す
。
結
び
直
す
際
に
は
荷
重
側

ロ
ー
プ
を
マ
ス
ト
結
び
等
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お

く
。

（
注
意
点
）

　

手
順
④
に
お
け
る
、
結
び
の
緩
み
部
分
を
無
く
す

る
処
置
は
狭
い
テ
ラ
ス
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

も
し
も
こ
の
操
作
を
し
な
い
場
合
は
Ｋ
シ
ス
テ
ム
等

（
シ
ャ
ン
ト
を
使
用
し
て
も
可
）
を
使
用
し
て
、
ス

ト
ッ
パ
ー
の
バ
ル
ト
タ
ン
や
マ
ッ
シ
ャ
ー
結
び
が
手

の
届
か
な
い
位
置
に
離
れ
て
し
ま
っ
て
も
回
収
出
来

る
よ
う
に
考
慮
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

手
順
⑤
、
ス
ト
ッ
パ
ー
の
仮
固
定
を
解
除
し
、
ロ
ー

プ
に
荷
重
を
移
し
替
え
る
。

手
順
⑥
、
ロ
ー
プ
の
仮
固
定
を
解
除
し
、
降
ろ
す
。

結
び
目
を
通
過
さ
せ
て
、
再
度
仮
固
定

結
び
目
を
解
く
こ
と
な
く
、
手
順
③
で
出
来
た

連
結
部
分
の
緩
み
を
少
な
く
す
る
。

降ろす際のロープの継ぎ足し
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例
２
、
半
マ
ス
ト
で
の
制
動
の
場
合

　

半
マ
ス
ト
で
の
制
動
の
場
合
は
、
ス
ト
ッ
パ
ー
の

使
用
は
必
要
な
く
な
る
。

手
順
①
、
ロ
ー
プ
結
び
目
手
前
２
ｍ
ほ
ど
の
位
置
で

仮
固
定
す
る
。
そ
の
上
で
ロ
ー
プ
を
連
結
し
、
上
側

に
半
マ
ス
ト
仮
固
定
す
る
。

　
手
順
②
、
荷
重
の
掛
か
っ
た
仮
固
定
を
解
除
し
て
、

結
び
目
を
設
け
た
側
の
仮
固
定
に
荷
重
を
移
動
す

る
。

手
順
③
、
半
マ
ス
ト
結
び
を
カ
ラ
ビ
ナ
ゲ
ー
ト
を
開

い
て
外
す
。

手
順
④
、
カ
ラ
ビ
ナ
を
回
転
さ
せ
て
完
全
に
ロ
ー
プ

か
ら
外
す
。

手
順
⑤
、
半
マ
ス
ト
仮
固
定
を
解
除
し
て
、
降
ろ
す
。

（
ロ
ー
プ
連
結
で
の
注
意
点
）

　

降
ろ
す
た
め
の
制
動
器
具
がP

E
ZL

社
製
のI'D

、

ST
O
P

な
ど
で
は
ロ
ッ
ク
機
構
が
あ
る
た
め
ロ
ー
プ

の
仮
り
固
定
操
作
が
必
要
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
同
じ
くP

E
ZL

社
製
のT

U
B
A

や
レ
ス

キ
ュ
ー
専
用
の
大
型
８
環
で
は
、
結
び
目
を
一
気
に

通
過
さ
せ
な
が
ら
降
ろ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ

の
場
合
は
、
一
回
の
仮
固
定
操
作
で
済
み
、
操
作
の

補
助
者
が
い
れ
ば
止
め
な
く
て
も
よ
い
。


